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１．放熱器の種類

　ドイツの放熱器はドイツ工業規格ＤＩＮ４７０３等によっ

て規定されている。規格による放熱器は放熱量も規定さ

れているが、当然規格外の放熱器も製造されている。ＤＩＮ

４７０３のＢｌａｔｔ １ではラジエターの放熱量についてＤＩＮ

４７０３のＢｌａｔｔ ２では平板形放熱器の放熱量について、ＤＩＮ

４７０４では放熱器の試験方法について、ＤＩＮ４７２０では鋳

鉄製ラジエターの寸法について、ＤＩＮ４７２２では銅製放熱

器の寸法について、ＤＩＮ４７３３ではコンベクターについて

規定している。

　放熱器はその形態により対流成分による放熱が多い

ものと、放射成分による放熱が多いものとに分類され

る。平板放熱器で１枚の平板からなるものは対流５０％、

放射５０％、２枚の平板からなるものは対流６５％、放射３５

％、３枚の平板からなるものは対流７５％、放射２５％の割

合で放熱が行われる。

　これに対しセクショナルの細柱形のものは対流７５％、

放射２５％の割合で放熱が行われる。Ｆｉｇ．１にＤＩＮ４７２０に

よる鋳鉄製放熱器の取り付け寸法を、Ｆｉｇ．２にＤＩＮ４７２２

による鋳鉄放熱器の取り付け寸法を示す。またそれぞれ

の規格による放熱量をＴａｂｌｅ １、Ｔａｂｌｅ ２に示す。

　放熱器の接続方式にも１管式や２管式等さまざまな

方式がある。一つの放熱器の放熱量が同じである場合の

接続方式の相違による温水温度、放熱面積の比較をＦｉｇ．３

に示す。これは平板型放熱器にも細柱放熱器にも適用さ

れる。放熱器の面積という点からは放熱器弁を持つ２管

式システムと１管式システムが有利である。１官式シス

テムは建設費も安くなるが、使用されない部屋も常に暖

房が行われる方式である。

２．低温式暖房とは

　低温式暖房とは通常であると送り水温９０℃、返り水温

７０℃として行う温水暖房の水温をこれより下げて行お

うというものである。したがって熱源としてヒートポン

プ、太陽熱、温泉熱等を使用するのにも適している。ま

た熱併給発電による地域暖房やコジェネレーションで
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Fig. 1　DIN4720による鋳鉄製放熱器�
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Fig. 2　DIN4722による銅製放熱器�



vol.34 No.407   2009-6   65

は返り温水温度を低くしてプラントに返すことができ

るので発電効率を上げることができる。放熱器において

は放射による放熱成分が大きくなり、やわらかい感じの

快適性に富んだ暖房を行うことができる。また配管内の

水温が低いため、ボイラを含めてシステム全体からの熱

損失が減少するなどの長所を持つ。一方、同じ熱負荷を

まかなおうとすると放熱器が大きくなるという欠点も

ある。しかし１９７３年秋に起こった石油危機の後、「低温式

暖房」が流行し始めたので、建物の断熱性、窓回りの気密

性の向上も進み、ドイツの例では放熱器の大きさは石油

危機以前の送り水温９０℃、返り水温７０℃の暖房の場合と

同等、または１０％増し程度ですんでいるとのことであ

る。

３．低温式暖房の放熱器放熱量

　ドイツでは送り水温９０℃、返り水温７０℃を基準として

放熱器放熱量を定めＤＩＮとして規格化を行っている。放

熱量の試験はベルリン工科大学ヘルマンリーチェル研

究所やシュツットガルト大学で行われ、規格品としての

合否認定が行われている。この放熱器を低温式暖房に用

いると放熱量が異なってくるが、この計算法は、たとえ

 280 200 250 0.185 330773 5514279 0.9 9.7�

 430 350 160 0.185 334960 5581271 0.8 4.5�

   220 0.255 443822 7398429 1.1 5.6�

 580 500 70 0.120 247033 4115821 0.5 3.2�

   110 0.180 330773 5514279 0.8 4.1�

   160 0.255 452196 7536600 1.1 5.4�

   220 0.345 586180 9768271 1.3 7.1�

 980 900 70 0.205 401952 6699200 0.8 5.1�

   160 0.440 736912 12280471 1.5 9.6�

   220 0.580 937888 15630071 1.9 12.5

Table 1　DIN4720による鋳鉄製（節柱計）放熱器の技術データ�
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 300 200 250 0.16 276342 5610580 0.97 1.70 �

 450 350 160 0.155 267968 5359360 0.98 1.55 �

   220 0.21 355895 7117900 1.21 2.20 �

 600 500 110 0.14 263781 5275620 0.88 1.43 �

   160 0.205 355895 7117900 1.18 2.06 �

   220 0.285 460570 9211400 1.57 2.88 �

 1000 900 110 0.24 439635 8792700 1.18 2.43 �

   160 0.345 565245 11304900 1.72 3.48 �

   220 0.48 732725 14654500 2.39 4.83 
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ば参考文献２に記述されている。これはダルムシュタッ

ト工科大学のＷ． Ｋａｓｔ教授、Ｈ． Ｋｌａｎ博士らによって研究

されたものであるが、概要は次のようである。

４．温水暖房用放熱器からの放熱

　放熱器からの熱放出はＤＩＮ４７０１による熱負荷計算方

法で算出された熱負荷をまかなえるように選定される。

放熱器からの伝熱は放射と対流によって行われる。温水

暖房用放熱器は次のように分類される。

１）セクショナル型放熱器、２）平板型放熱器（プレス型

放熱器）、３）管状放熱器、４）特殊な型の放熱器、５）面

状放熱器（床暖房など）

　放熱量ｑ（Ｗ）はセクショナルタイプにしろ、フィン付

タイプにしろ１ｍあたりの放熱量を示している。標準の

温水暖房の場合、送り温水温度ｔｖ＝９０℃、返り温水温度

ｔＲ＝７０℃、室温ｔＬ＝２０℃として設計しているので、基準

の温度差⊿ｔｎは次のようになる。

　平均の放熱器温度ｔｍは次のようになる（ＤＩＮ４７０１）。

　室内空気温度ｔＬ＝２０℃とすると規格の放熱量は次の

ようになる（ＤＩＮ４７０４）。

換算

（１）標準条件以外の場合、温度差に対し放熱量ｑは次の

ようになる。

・・・・・・・・・・・（１）

　ここに

　放熱量は平均熱媒流量ｍの影響を受けるのでｑ＝ｆ（ｍＨ）

という関係になる。温度差が１００Ｋ＜⊿ｔ＜３０Ｋの場合、

１．３以外の指数関数ｎを持つ放熱器では係数ｆ１は近似値

となる。

（２）大きめな温度差ｔｖ-ｔＲに対しては放熱量ｑは次のよ

うになる。

＜参考文献＞
..
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３）田中辰明： 防寒構造と暖房： 理工図書（１９９３）

・・・・・・・・・・・（２）

　ここに

　次の条件を満たす場合（２）式を用いて放熱量を求め

る。

・・・・・・・・・・・（３）

（３）気圧ＰがＰ＝１０１３．３ ｍｂａｒよりもはずれる場合は

放熱量が異なり、放熱量のうち放射成分ｓを考慮しな

ければいけない。

　ここに　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・（４）

　放射成分は次のようになる。

　セクショナル放熱器：ｓ＝０．２５、対流成分のない１列

の平板型放熱器（プレス型）：ｓ＝０．４０、対流成分のない

２列の平板型放熱器（プレス型）：ｓ＝０．２５、対流成分の

ある１列の平板型放熱器（プレス型）：ｓ＝０．２５、２列ま

たは３列の平板型放熱器（プレス型）：ｓ＝０．１５、コンベ

クター：ｓ＝０

　標準の放熱量、すなわち規格の放熱量ｑは送り湯が放

熱量の上方より入り、下方より出るように接続されてい

ることを前提としている。その他の接続法に対しては効

率は著しく低下する。

　金属塗装を行った場合も放熱量は減少する。また放熱

器が壁がんの中に設置されている場合は少なくとも４

％、放熱器の上部に覆いのある場合も４％、全面的にカ

バーがある場合は１０％の効率低下を見込まなければな

らない。
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「建築仕上技術者のための建築物理学講座」は今号が最終講と
なります。ご愛読ありがとうございました。


